





















［方法］ PrtMの機能解析を行うために、 S.mutans 109c株（WT）の PrtM欠損株 （L1prtM）を作製し
た。 PrtMの外部環境ストレス適応能を調べるために、浸透圧適応能に加えて、耐酸性、耐酸化ストレ
ス能を S.mutans の増殖曲線を作成し評価した。 Smu tans の浸透圧適応における浸透圧適応溶質
（グリシンベタイン、コリン、プロリン）の利用は0.3 M NaCl添加高浸透圧培地にそれぞれの溶質を
加えた培地による増殖曲線の比較により検討した。 prtM遺伝子の発現量の変化は、 0.3M NaCl添加生






























て細胞内外の物質輸送する機構であるが、 BacillusSubtilisでは OpuA OpuB OpuC、
Listeria Monocy必•genes では、 Gbu OpuC、Lactococcuslactisでは、 OpuAがそれぞれ








しかし、PrtMはタンパク分泌やfoldingに関わっている（Kntinen et al 1991 Mol Microbial ) 
ことから、 PrtMが欠損すてることにより、タンパク質の立体構造形成不全が考えられ、結果とし
てtransportに関わっているタンパク質がPrtMによって影響を受ける可能性がある。
これらの試問に対する回答は，適切かっ明解で5あった また，井上委員は主査の立場から，
両副査の質問に対する回答の妥当性を確認した．
以上の審査結果から，本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判定した．
